
カ
ー
ル
・
ロ
ッ
ト
マ
ン
の
『
ギ
リ
シ
ャ
風
景
画
』
サ
イ
ク
ル
（
二
）

大
原
ま
ゆ
み

三

�二
対
象
地
点
の
選
定
と
パ
ネ
ル
形
式
の
選
択

ロ
ッ
ト
マ
ン
の
ギ
リ
シ
ャ
風
景
画
サ
イ
ク
ル
は
、
既
に
見
た
よ
う
に
、
一
八
三

二
年
に
浮
上
し
た
最
初
の
計
画
に
従
え
ば
、
王
宮
庭
園
ア
ー
ケ
ー
ド
の
北
壁
三
十

八
区
画
に
同
数
の
景
観
を
も
っ
て
構
成
さ
れ
る
予
定
だ
っ
た
。
対
象
と
な
る
場
所

の
選
定
に
つ
い
て
は
、
記
録
は
残
っ
て
い
な
い
も
の
の
、
一
八
三
四
年
八
月
に
画

家
が
一
年
の
予
定
で
ギ
リ
シ
ャ
へ
研
究
旅
行
に
出
発
す
る
前
に
、
あ
ら
か
じ
め
王

ま
た
は
ク
レ
ン
ツ
ェ
と
あ
る
程
度
の
打
ち
合
わ
せ
を
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

そ
れ
が
地
域
別
の
「
絵
で
見
る
ギ
リ
シ
ャ
旅
行
」
的
な
も
の
だ
っ
た
の
か
、
神
話

や
歴
史
の
舞
台
を
見
せ
る
こ
と
を
念
頭
に
置
い
た
も
の
だ
っ
た
の
か
は
不
明
だ
が
、

こ
れ
だ
け
の
大
掛
か
り
な
公
務
を
、
事
前
の
計
画
全
く
な
し
に
行
な
っ
た
と
は
考

え
に
く
い
。

し
か
し
、
帆
船
で
の
移
動
は
風
次
第
、
陸
上
で
は
道
路
事
情
も
交
通
手
段
も
貧

し
く
、
地
方
に
は
ま
と
も
な
宿
も
な
い
な
ど
、
当
時
ギ
リ
シ
ャ
を
巡
る
旅
は
し
ば

し
ば
過
酷
で
予
想
外
の
時
間
が
か
か
り
、
そ
の
上
写
生
に
適
さ
な
い
天
候
に
も
多

く
遭
遇
し
た
た
め
、
滞
在
予
定
期
間
の
終
わ
り
が
近
づ
く
頃
に
な
っ
て
も
、
画
家

に
は
行
き
残
し
た
場
所
が
か
な
り
あ
っ
た
。
彼
自
身
が
妻
に
書
き
送
っ
た
と
こ
ろ

に
よ
れ
ば
、
一
八
三
五
年
五
月
の
時
点
で
、
ペ
ロ
ポ
ネ
ソ
ス
半
島
に
つ
い
て
は
一
、

二
の
例
外
を
除
き
最
も
興
味
深
い
も
の
（
の
写
生
）
は
集
め
た
も
の
の
、
パ
ル
ナ
ッ

ソ
ス
山
と
そ
の
周
辺
や
、
島
嶼
部
は
ま
だ
訪
れ
て
お
ら
ず
、
前
景
用
の
習
作
が
な

い
と
し
て
い
る （

�）。
翌
年
一
月
に
画
家
に
頼
ま
れ
て
滞
在
期
間
の
延
長
願
い
を
王
に

取
り
次
い
だ
ク
レ
ン
ツ
ェ
の
報
告
で
は
、
ル
メ
リ
ア
、
一
部
の
島
、
ス
テ
ュ
ン
パ

リ
ス
、
ス
テ
ュ
ク
ス
、
エ
リ
ス
の
三
地
方 （

�）、
そ
れ
に
オ
リ
ン
ピ
ア
や
デ
ル
フ
ィ
が

ま
だ
残
っ
て
い
る
と
さ
れ
る （

�）。
つ
ま
り
、
ト
ル
コ
領
、
ペ
ロ
ポ
ネ
ソ
ス
半
島
の
北

西
部
、
そ
れ
に
内
陸
側
の
フ
ォ
キ
ス
地
方
で
は
、
重
要
視
し
て
い
る
場
所
で
も
抜

け
落
ち
た
も
の
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
滞
在
延
長
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た

た
め
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
帰
国
直
前
に
訪
れ
る
こ
と
の
で
き
た
い
く
つ
か
の

島
以
外
は
、
現
地
で
の
写
生
習
作
は
欠
落
し
た
ま
ま
と
な
っ
た
。
資
料
が
な
い
、

あ
る
い
は
不
十
分
な
場
合
、
ロ
ッ
ト
マ
ン
は
帰
国
後
ラ
ン
ゲ
か
ら
習
作
を
借
用
し

た
り
、
既
に
出
版
さ
れ
て
い
る
版
画
集
を
参
照
し
た
り
し
て
補
う
こ
と
に
な
る
。

サ
イ
ク
ル
の
制
作
は
、
当
初
予
定
か
ら
一
年
遅
れ
て
一
八
三
八
年
に
開
始
さ
れ

た
。
調
査
旅
行
を
終
え
て
か
ら
既
に
三
年
が
経
過
し
て
お
り
、
こ
の
間
ロ
ッ
ト
マ

ン
は
、
ギ
リ
シ
ャ
で
の
写
生
を
基
に
、
壁
画
用
と
は
別
個
の
油
彩
風
景
画
小
品
を

い
く
つ
か
制
作
し
て
い
る （

�）。
後
述
す
る
よ
う
に
、
壁
画
に
着
手
し
て
か
ら
さ
ほ
ど

時
間
の
経
っ
て
い
な
い
一
八
四
〇
年
二
月
に
、
設
置
場
所
が
王
宮
庭
園
ア
ー
ケ
ー

ド
か
ら
、
グ
リ
ュ
プ
ト
テ
ー
ク
と
向
か
い
合
っ
て
王
の
広
場
に
建
つ
予
定
の
展
覧

会
場
（
現
古
代
美
術
館
）
へ
、
つ
ま
り
戸
外
か
ら
室
内
へ
と
変
わ
り
、
そ
の
際
に

点
数
は
や
や
減
少
し
て
三
十
二
点
と
な
っ
た
。
次
の
大
き
な
変
更
は
一
八
四
三
年

末
に
あ
り
、
展
示
場
所
は
こ
れ
も
新
設
予
定
の
ノ
イ
エ
・
ピ
ナ
コ
テ
ー
ク
内
に
設

け
ら
れ
る
専
用
室
に
移
さ
れ
、
画
面
数
は
二
十
四
へ
と
大
幅
に
絞
ら
れ
た
。
さ
ら
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に
、
一
八
四
七
年
か
八
年
の
時
点
で
一
点
が
減
り
、
最
終
的
な
サ
イ
ク
ル
構
成
画

面
は
二
十
三
点
に
決
定
し
た （

�）。

ギ
リ
シ
ャ
・
サ
イ
ク
ル
は
先
行
す
る
イ
タ
リ
ア
・
サ
イ
ク
ル
と
は
異
な
り
、
ア
ー

ケ
ー
ド
を
設
置
場
所
に
予
定
し
て
い
た
時
か
ら
既
に
、
壁
面
に
直
接
描
く
の
で
は

な
く
、
個
別
に
パ
ネ
ル
画
（
大
き
さ
は
各
一
・
五
七
×
二
メ
ー
ト
ル
前
後
）
と
し

て
制
作
す
る
と
い
う
方
法
が
選
択
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
配
列
順
の
構
想
が
先

立
っ
て
あ
っ
た
と
し
て
も
、
全
画
面
が
出
来
上
が
っ
た
と
こ
ろ
で
再
検
討
し
、
順

番
を
決
め
直
す
可
能
性
は
想
定
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ロ
ッ
ト
マ
ン
は
、

準
備
が
で
き
た
も
の
か
ら
順
不
同
で
制
作
を
始
め
た
と
み
な
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。

パ
ネ
ル
一
点
を
仕
上
げ
る
に
は
数
か
月
か
か
り
、
画
面
数
が
三
十
八
か
ら
二
十
三

に
縮
小
さ
れ
て
な
お
、
全
点
の
完
成
ま
で
に
は
長
い
歳
月
を
要
し
た
。
そ
の
た
め

か
、
展
示
計
画
の
変
更
が
あ
っ
て
も
、
一
か
ら
サ
イ
ク
ル
を
練
り
直
し
新
た
に
描

く
の
で
は
な
く
、
既
に
出
来
上
が
っ
て
い
る
パ
ネ
ル
は
そ
の
ま
ま
使
う
こ
と
に
し
、

必
要
な
数
を
満
た
す
ま
で
制
作
が
続
け
ら
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
サ
イ
ク
ル
を
ま

と
め
る
視
点
は
、
制
作
開
始
時
と
完
成
時
で
は
か
な
り
の
変
更
が
あ
っ
た
ろ
う
し
、

逆
に
言
え
ば
、
歴
史
画
の
サ
イ
ク
ル
と
は
異
な
り
も
と
も
と
緩
い
枠
組
み
し
か
な

か
っ
た
の
で
、
三
十
八
の
対
象
が
二
十
三
に
な
っ
て
も
大
き
な
問
題
に
な
ら
な
か
っ

た
の
だ
ろ
う
。

描
か
れ
た
パ
ネ
ル
を
制
作
順
に
並
べ
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る （

�）。

一
八
三
八
年

『
シ
キ
ュ
オ
ン
と
コ
リ
ン
ト
遠
望
』
（
ア
ル
ゴ
リ
ス
地
方
）

一
八
三
九
年

『
ミ
ケ
ー
ネ
の
ラ
イ
オ
ン
門
』
（
同
）、
『
オ
リ
ュ
ン
ピ
ア
』

（
エ
リ
ス
地
方
）、『
シ
キ
ュ
オ
ン
と
パ
ル
ナ
ッ
ソ
ス
山
遠
望
』

（
ア
ル
ゴ
リ
ス
地
方
）、『
コ
パ
イ
ス
湖
』
（
ボ
イ
オ
テ
ィ
ア
地
方
）

戸
外
か
ら
室
内
へ
の
計
画
変
更

一
八
四
〇
年

『
サ
ラ
ミ
ス
湾
』
（
サ
ロ
ニ
コ
ス
諸
島
）、
『
カ
ル
キ
ス
』
（
エ
ウ

ボ
イ
ア
島
）、『
デ
ロ
ス
島
』
（
キ
ュ
ク
ラ
デ
ス
諸
島
）

一
八
四
〇
／
四
一
年

『
ス
パ
ル
タ
と
タ
イ
ゲ
ト
ス
山
地
』
（
ラ
ケ
ダ
イ
モ
ン

地
方
）

一
八
四
一
年

『
ス
パ
ル
タ
平
原
』
（
同
）

一
八
四
二
年

『
ア
イ
ギ
ナ
島
』
（
サ
ロ
ニ
コ
ス
諸
島
）、
『
テ
ー
バ
イ
』
（
ボ
イ

オ
テ
ィ
ア
地
方
）

一
八
四
三
年

『
エ
レ
ウ
シ
ス
』
（
ア
ッ
テ
ィ
カ
地
方
）、
『
テ
ィ
リ
ュ
ン
ス
』

（
ア
ル
ゴ
リ
ス
地
方
）、
『
エ
ピ
ダ
ウ
ロ
ス
』
（
同
）、
『
ア
テ
ネ
』

（
ア
ッ
テ
ィ
カ
地
方
）
着
手

展
覧
会
場
か
ら
ノ
イ
エ
・
ピ
ナ
コ
テ
ー
ク
へ
の
計
画
変
更

一
八
四
五
年

『
ア
テ
ネ
』
完
成
、『
ナ
ク
ソ
ス
島
』
（
キ
ュ
ク
ラ
デ
ス
諸
島
）、

『
ポ
ロ
ス
島
』
（
サ
ロ
ニ
コ
ス
諸
島
）

一
八
四
七
年

『
プ
ロ
ノ
イ
ア
』
（
ア
ル
ゴ
リ
ス
地
方
）、
『
コ
リ
ン
ト
と
ア
ク

ロ
コ
リ
ン
ト
』
（
同
）、
『
ア
ウ
リ
ス
』
（
ボ
イ
オ
テ
ィ
ア
地
方
）

一
八
四
八
年

『
マ
ラ
ト
ン
』
（
ア
ッ
テ
ィ
カ
地
方
）

一
八
五
〇
年

『
ネ
メ
ア
』
（
ア
ル
ゴ
リ
ス
地
方
）

太
字
で
示
し
た
の
は
よ
く
知
ら
れ
た
神
話
・
文
学
・
古
代
史
に
関
わ
る
か
、
古

代
遺
跡
が
描
き
込
ま
れ
て
い
る
作
品
で
あ
り
、
関
心
の
ほ
と
ん
ど
を
そ
う
し
た
素

材
が
占
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
『
コ
パ
イ
ス
湖
』
は
現
在
で
は
干
上
が
っ
て

し
ま
っ
た
湿
地
帯
、『
カ
ル
キ
ス
（
ハ
ル
キ
ス
）』
は
エ
ウ
ボ
イ
ア
（
エ
ヴ
ィ
ア
）

島
が
ほ
と
ん
ど
本
土
に
接
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
湾
岸
の
町
を
描
い
て
い
る
が
、
い

ず
れ
も
遠
景
に
パ
ル
ナ
ッ
ソ
ス
山
が
望
ま
れ
、
こ
の
霊
山
を
近
く
か
ら
描
け
な
か
っ

た
こ
と
を
補
う
意
味
も
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
一
方
、

『
プ
ロ
ノ
イ
ア
（
プ
ロ
ニ
ア
）』
は
ナ
フ
プ
リ
オ
ン
に
近
く
、
オ
ッ
ト
ー
王
が
最
初

に
ギ
リ
シ
ャ
に
上
陸
し
た
地
点
で
あ
り
、
こ
こ
と
、
グ
リ
ュ
プ
ト
テ
ー
ク
の
主
要

展
示
品
で
あ
る
ア
フ
ァ
イ
ア
神
殿
破
風
彫
刻
の
発
掘
さ
れ
た
『
ア
イ
ギ
ナ
（
エ
ギ

ナ
）
島
』
は
、
バ
イ
エ
ル
ン
近
代
史
と
特
に
縁
の
深
い
対
象
を
選
ん
で
い
る
と
言

え
よ
う
。
『
ポ
ロ
ス
島
』
だ
け
が
こ
う
し
た
歴
史

や
神
話
と
は

無
縁
だ
が
、

添
景

人
物
の
ほ
と
ん
ど
が
厳
し
い
風
景
の
中
の
異
邦
人
と
し
て
描
か
れ
る
ギ
リ
シ
ャ
・

サ
イ
ク
ル
中
で
は
例
外
的
に
、
穏
や
か
な
風
景
を
舞
台
に
活
気
の
あ
り
そ
う
な
集

落
と
楽
し
げ
に
踊
る
人
々
が
登
場
し
て
お
り
、
見
る
人
を
ほ
っ
と
さ
せ
る
役
割
を
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果
た
し
て
い
る
。

最
終
作
『
ネ
メ
ア
』
に
は
、
こ
の
地
の
重
要
な
古
代
遺
跡
で
あ
る
ゼ
ウ
ス
神
殿

跡
を
背
景
に
、
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
と
彼
を
歓
迎
し
、
あ
る
い
は
遠
巻
き
に
す
る
大
勢

の
ギ
リ
シ
ャ
人
た
ち
の
姿
が
、
添
景
人
物
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
主
役
と
し
て
描
き

込
ま
れ
て
い
る （

�）。
王
が
登
場
す
る
の
は
こ
れ
一
点
で
あ
り
、
時
間
を
お
い
て
最
後

に
描
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
サ
イ
ク
ル
の
締
め
く
く
り
と
す
る
こ
と
を
意
識

し
て
制
作
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
作
品
の
完
成
直
後
、
視
力
と
肝
臓
に
大
き

な
障
害
を
抱
え
て
い
た
ロ
ッ
ト
マ
ン
は
、
五
十
三
歳
で
亡
く
な
っ
た
。
彼
は
三
年

後
の
ノ
イ
エ
・
ピ
ナ
コ
テ
ー
ク
の
開
館
に
は
立
ち
会
え
ず
、
最
終
的
な
配
列
を
自

ら
決
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

画
家
が
ギ
リ
シ
ャ
旅
行
中
に
現
地
の
写
生
を
残
し
な
が
ら
、
サ
イ
ク
ル
に
収
め

ら
れ
る
こ
と
な
く
終
わ
っ
た
地
点
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
領
だ
っ
た
コ
ル
フ
島
を
別
に

す
れ
ば
、
カ
リ
テ
ナ
、
バ
ッ
セ
、
カ
ラ
マ
タ
、
ミ
ス
ト
ラ
、
ナ
フ
プ
リ
オ
ン
、
ス

ニ
オ
ン
岬
、
パ
ロ
ス
島
、
サ
ン
ト
リ
ー
ニ
島
が
数
え
ら
れ
る （

�）。
う
ち
バ
ッ
セ
、
ミ

ス
ト
ラ
、
ス
ニ
オ
ン
岬
は
、
当
時
既
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
古
代
遺
跡
の
あ
る
場

所
だ
っ
た
。
パ
ト
ラ
ス
（
パ
ト
ラ
）
に
つ
い
て
は
、
支
払
い
が
行
な
わ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
パ
ネ
ル
画
の
完
成
ま
で
至
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、
最
終
的
な
選
択
か

ら
は
外
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
と
は
逆
に
聖
地
オ
リ
ン
ピ
ア
は
、
現
地
を
訪
れ
る

機
会
が
な
か
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
に
も
拘
ら
ず
選
ば
れ
て
お
り （

�）、
絶
対
に
外
せ
な

い
対
象
と
み
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

対
象
地
点
の
選
定
に
つ
い
て
は
、
注
文
主
で
あ
る
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
が
ど
の
程
度

関
与
し
た
か
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
王
の
日
記
に
は
ロ
ッ
ト
マ
ン
に

つ
い
て
多
く
の
記
載
が
あ
る （

�）。
し
か
し
、
そ
れ
を
読
む
限
り
、
王
が
積
極
的
に
描

く
対
象
を
指
示
し
た
痕
跡
は
見
ら
れ
ず
、
制
作
中
の
ロ
ッ
ト
マ
ン
の
ア
ト
リ
エ
を

折
に
触
れ
て
訪
ね
て
は
い
て
も
、
仕
事
の
進
展
具
合
を
眺
め
、
出
来
上
が
り
へ
の

期
待
や
出
来
栄
え
に
感
心
し
た
こ
と
を
簡
単
に
記
す
に
留
ま
っ
て
い
る
。
逆
に
、

屋
内
展
示
へ
の
転
換
や
画
面
数
の
削
減
と
い
っ
た
重
要
な
決
定
に
つ
い
て
は
、
画

家
か
ら
の
提
案
で
王
が
動
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
、
何
を
ど
う
描
き
、
見
せ
る
の

か
を
め
ぐ
る
主
導
権
は
画
家
の
方
に
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

そ
れ
で
も
、
ロ
ッ
ト
マ
ン
と
入
れ
替
わ
る
よ
う
に
し
て
初
め
て
ギ
リ
シ
ャ
を
訪

れ
た
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
が
、
ど
の
地
点
を
実
際
に
見
て
回
っ
た
の
か
を
確
認
し
て
お

く
こ
と
に
は
意
味
が
あ
る
だ
ろ
う
。
王
の
死
の
直
後
に
出
版
さ
れ
た
ヨ
ー
ハ
ン
・

ネ
ポ
ー
ム
ク
・
ゼ
ッ
プ
の
詳
し
い
伝
記
に
よ
れ
ば
、
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
は
一
八
三
五

年
十
一
月
二
十
一
日
に
ミ
ュ
ン
ヒ
ェ
ン
を
発
ち
、
同
年
五
月
に
よ
う
や
く
成
人
を

迎
え
た
ギ
リ
シ
ャ
王
オ
ッ
ト
ー
（
オ
ト
ン
）
に
、
十
二
月
七
日
に
新
首
都
ア
テ
ネ

で
三
年
ぶ
り
に
再
会
し
て
い
る
。
入
城
式
の
後
、
バ
イ
エ
ル
ン
王
は
ほ
ぼ
連
日
ア

ク
ロ
ポ
リ
ス
に
登
り
、
発
掘
や
修
復
の
現
場
に
臨
ん
だ （

�）。
ま
た
、
ア
テ
ネ
の
そ
の

他
の
遺
跡
を
巡
り
、
ペ
ン
テ
リ
ス
の
石
切
り
場
、
ピ
レ
ウ
ス
港
、
エ
レ
ウ
シ
ス
、

エ
ギ
ナ
島
に
も
足
を
伸
ば
し
た
。
翌
年
一
月
か
ら
は
ア
ル
キ
ペ
ル
、
エ
ヴ
ィ
ア
島
、

そ
れ
に
ト
ル
コ
領
内
の
ト
ロ

ヤ
、
ス
ミ
ル
ナ
（
イ

ズ
ミ
ー
ル
）
、

キ
オ
ス
（
ヒ
オ

ス
）
島
を
訪
れ
、
ギ
リ
シ
ャ
領
に
戻
っ
て
エ
ー
ゲ
海
に
浮
か
ぶ
島
々
（
ミ
ロ
ス
、

サ
ン
ト
リ
ー
ニ
、
ア
ナ
フ
ィ
、
イ
オ
ス
、
ナ
ク
ソ
ス
、
パ
ロ
ス
、
シ
ロ
ス
、
テ
ィ

オ
ス
、
デ
ロ
ス
）
を
船
で
周
遊
し
た
。
次
に
ア
ル
ゴ
リ
ス
湾
に
入
っ
て
ナ
フ
プ
リ

オ
ン
に
上
陸
、
そ
の
近
く
の
テ
ィ
リ
ン
ス
の
城
塞
跡
を
見
物
し
た
後
、
ア
ル
ゴ
ス
、

ミ
ケ
ー
ネ
、
ネ
メ
ア
、
ク
レ
オ
ネ
を
経
て
コ
リ
ン
ト
ス
に
到
達
し
て
い
る
。
イ
ス

ト
ミ
ア
か
ら
は
再
び
船
で
メ
ガ
ラ
地
方
の
ニ
サ
イ
ア
港
に
向
か
い
、
そ
こ
か
ら
サ

ラ
ミ
ス
沖
を
通
っ
て
ピ
レ
ウ
ス
港
に
戻
っ
た
。
ア
テ
ネ
で
息
子
と
の
最
後
の
別
れ

を
惜
し
ん
だ
王
は
、
三
月
二
十
四
日
に
ギ
リ
シ
ャ
王
国
を
後
に
す
る
が
、
ま
ず
ト

ル
コ
の
首
都
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
と
レ
ス
ボ
ス
島
に
立
ち
寄
り
、
そ
こ
か

ら
西
へ
と
方
向
を
転
じ
て
、
英
領
コ
ル
フ
島
を
最
後
に
ヘ
ラ
ス
の
地
を
離
れ
、
四

月
十
四
日
に
ミ
ュ
ン
ヒ
ェ
ン
に
帰
還
し
て
い
る （

�）。

滞
在
期
間
は
四
か
月
だ
っ
た
が
、
軍
艦
メ
デ
ア
号
を
足
に
使
い
、
ト
ル
コ
領
内

の
古
代
ギ
リ
シ
ャ
ゆ
か
り
の
地
を
訪
れ
る
機
会
ま
で
得
ら
れ
た
の
が
、
王
と
画
家

の
旅
程
の
大
き
な
違
い
だ
ろ
う
。
傍
線
を
施
し
た
の
が
ロ
ッ
ト
マ
ン
と
共
通
す
る

訪
問
先
で
あ
る
。
壁
画
化
さ
れ
た
場
所
の
約
半
数
を
王
は
訪
れ
て
お
り
、
短
期
走

破
だ
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
関
心
は
か
な
り
共
通
し
て
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

そ
れ
ら
の
場
所
に
つ
い
て
は
、
王
は
自
ら
の
見
聞
と
壁
画
を
照
ら
し
合
わ
せ
る
こ

と
が
で
き
た
は
ず
で
あ
る
。
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三

�三
ア
ー
ケ
ー
ド
壁
面
か
ら
美
術
館
内
専
用
ホ
ー
ル
へ

ギ
リ
シ
ャ
・
サ
イ
ク
ル
に
先
立
っ
て
ロ
ッ
ト
マ
ン
が
王
宮
庭
園
ア
ー
ケ
ー
ド
に

描
い
た
イ
タ
リ
ア
風
景
画
サ
イ
ク
ル
は
、
完
成
す
る
前
か
ら
思
わ
ぬ
損
傷
に
苦
し

め
ら
れ
た
。
習
熟
度
の
低
い
フ
レ
ス
コ
技
法
と
、
戸
外
で
風
雨
や
寒
暖
の
差
に
さ

ら
さ
れ
る
悪
条
件
に
由
来
す
る
劣
化
は
あ
る
程
度
仕
方
が
な
い
と
し
て
も
、
予
想

外
だ
っ
た
の
は
市
民
の
態
度
の
悪
さ
で
あ
る
。
一
八
三
二
年
八
月
に
ク
レ
ン
ツ
ェ

が
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
に
対
し
て
嘆
い
て
い
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
既
に
描
か
れ
て
い

る
画
面
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
、
ス
テ
ッ
キ
や
傘
の
先
で
傷
つ
け
ら
れ
た
り
ひ
び

が
入
っ
た
り
し
、
ま
た
、
『
ア
ヴ
ェ
ル
ノ
湖
』
を
描
い
た
一
点
は
、
イ
ン
ク
を
投

げ
つ
け
ら
れ
た
ら
し
い
黒
い
染
み
が
ほ
ぼ
全
体
に
広
が
っ
て
い
る
。
化
学
者
に
診

断
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
洗
浄
は
不
可
能
で
新
し
く
描
き
直
す
し
か
あ
る
ま
い
と
い
う

答
え
が
出
た
た
め
、
ロ
ッ
ト
マ
ン
は
大
い
に
意
気
消
沈
し
て
い
る
と
い
う （

�）。
翌
年

九
月
に
イ
タ
リ
ア
・
サ
イ
ク
ル
は
完
成
し
た
も
の
の
、
戸
外
で
の
仕
事
が
た
た
っ

て
、
画
家
は
か
な
り
重
い
眼
病
を
患
っ
て
し
ま
っ
た （

�）。
さ
ら
に
一
八
三
八
年
に
は
、

『
テ
ッ
ラ
チ
ー
ナ
』
の
画
面
に
大
き
な
十
字
形
の
線
が
付
け
ら
れ
た （

�）。

こ
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
、
ギ
リ
シ
ャ
・
サ
イ
ク
ル
で
は
現
場
で
壁
面
に
直
接
制

作
す
る
の
を
止
め
、
ア
ト
リ
エ
内
で
描
く
パ
ネ
ル
形
式
と
す
る
こ
と
が
最
初
か
ら

選
択
さ
れ
、
全
点
の
完
成
を
待
っ
て
壁
面
に
は
め
込
む
手
は
ず
と
な
っ
た
。
ク
レ

ン
ツ
ェ
は
ロ
ッ
ト
マ
ン
が
危
険
な
く
快
適
に
仕
事
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
使
い
勝

手
の
よ
い
ア
ト
リ
エ
の
手
配
な
ど
に
心
を
配
っ
た
が
、
画
家
が
フ
レ
ス
コ
に
代
わ
っ

て
新
し
く
挑
む
エ
ン
カ
ウ
ス
テ
ィ
ク
技
法
に
自
ら
の
工
夫
で
改
良
を
重
ね
な
が
ら
、

色
彩
表
現
で
成
果
を
上
げ
て
い
る
の
を
見
る
に
つ
け
、「
こ
の
よ
う
な
絵
を
、
ア
ー

ケ
ー
ド
で
粗
野
な
公
衆
に
向
か
っ
て
陳
列
す
る
と
考
え
る
と
ぞ
っ
と
す
る
」
と
思

う
よ
う
に
な
っ
た （

�）。

屋
外
設
置
の
抱
え
る
リ
ス
ク
に
つ
い
て
は
画
家
も
懸
念
し
て
お
り
、
一
八
三
九

年
十
月
の
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
の
日
記
に
は
、
画
家
自
身
が
王
に
対
し
て
直
接
そ
の
件

を
訴
え
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る （

�）。
翌
年
の
二
月
に
ロ
ッ
ト
マ
ン
は
、
ア
ー
ケ
ー

ド
に
設
置
し
た
の
で
は
作
品
が
だ
め
に
な
る
の
で
、
展
覧
会
場
の
建
物
内
の
壁
に

は
め
込
ん
で
欲
し
い
、
と
具
体
的
な
移
転
先
を
挙
げ
て
王
に
交
渉
し
、
こ
の
提
案

は
、
早
く
も
翌
々
日
に
は
王
の
承
認
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た （

�）。
エ
ル
ン
ス
ト
・
フ
ェ

ル
ス
タ
ー
の
一
八
四
四
年
一
月
の
『
ク
ン
ス
ト
ブ
ラ
ッ
ト
』
紙
上
の
記
事
に
よ
れ

ば
、
ギ
リ
シ
ャ
・
サ
イ
ク
ル
は
「
新
し
い
展
覧
会
場
の
複
数
の
展
示
室
を
展
覧
会

の
な
い
時
に
飾
る
予
定
」
と
さ
れ
て
い
る （

�）。
だ
と
す
れ
ば
、
サ
イ
ク
ル
は
い
く
つ

か
の
空
間
に
分
割
展
示
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
展
覧
会
の
度
ご
と
に
、
壁
に
固
定

さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
そ
の
面
を
仮
設
壁
で
覆
い
、
可
動
式
の
場
合
に
は
重
い
パ

ネ
ル
群
を
移
動
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
問
題
を
、
最
初
か
ら
抱
え
て
い
た

こ
と
に
な
る
。

一
八
四
三
年
の
夏
に
、
同
時
代
絵
画
の
た
め
の
新
し
い
美
術
館
ノ
イ
エ
・
ピ
ナ

コ
テ
ー
ク
の
設
立
計
画
が
始
動
す
る
と
、
そ
れ
と
同
時
に
、
ギ
リ
シ
ャ
・
サ
イ
ク

ル
に
対
し
て
館
内
に
専
用
の
展
示
室
を
設
け
る
と
い
う
考
え
が
浮
上
し
た （

	）。
建
設

計
画
が
公
表
さ
れ
て
間
も
な
い
十
二
月
に
、
王
は
最
初
の
計
画
を
担
っ
た
宮
廷
建

築
家
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ゲ
ル
ト
ナ
ー
に
対
し
、
ロ
ッ
ト
マ
ン
か
ら
の
提

案
と
し
て
、
ギ
リ
シ
ャ
・
サ
イ
ク
ル
を
収
め
る
ホ
ー
ル
は
上
か
ら
の
採
光
が
望
ま

し
い
と
伝
え
て
い
る （


）。
二
日
後
の
日
記
に
見
ら
れ
る
「
我
々
は
エ
ン
カ
ウ
ス
テ
ィ

・
・
・

ク
に
よ
る
ギ
リ
シ
ャ
の
絵
を
三
十
二
点
で
は
な
く
二
十
四
点
と
す
る
こ
と
に
し
た

が
、
こ
の
数
な
ら
ノ
イ
エ
・
ピ
ナ
コ
テ
ー
ク
内
の
専
用
ホ
ー
ル
に
ふ
さ
わ
し
い
」

と
い
う
記
述
は （

�）、
適
切
な
展
示
点
数
に
つ
い
て
も
画
家
と
の
間
で
協
議
が
行
な
わ

れ
、
合
意
に
達
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
だ
ろ
う
。
ロ
ッ
ト
マ
ン
は
一
八
四
三
年
の

途
中
か
ら
四
五
年
ま
で
サ
イ
ク
ル
の
制
作
を
中
断
し
て
い
る
が
、
こ
の
間
は
、
専

用
室
は
も
ち
ろ
ん
美
術
館
自
体
の
建
設
地
も
設
計
も
な
か
な
か
決
ま
ら
な
い
状
態

が
続
い
た
た
め
、
最
終
的
な
結
論
が
出
る
の
を
待
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

専
用
室
で
の
展
示
は
、
鑑
賞
者
に
与
え
る
効
果
の
上
で
、
し
た
が
っ
て
画
家
側

の
見
せ
る
戦
略
に
と
っ
て
、
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
す
。
ア
ー
ケ
ー
ド
で
は
、
格

間
一
個
分
に
対
応
す
る
一
区
画
に
一
点
ず
つ
配
置
さ
れ
た
パ
ネ
ル
を
移
動
し
な
が

ら
見
て
い
く
鑑
賞
法
と
な
り
、
点
数
の
多
さ
と
直
線
的
配
列
、
そ
れ
に
パ
ネ
ル
間

の
距
離
が
大
き
い
こ
と
か
ら
い
っ
て
、
全
体
を
一
挙
に
見
渡
す
こ
と
は
困
難
で
あ

り
、
個
々
の
画
面
の
独
立
性
は
比
較
的
高
い
。
ま
た
、
採
光
の
点
で
は
、
庭
園
か
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ら
の
光
が
側
方
か
ら
入
り
、
画
面
を
正
面
か
ら
均
一
に
照
ら
す
の
で
、
光
源
側
の

実
際
の
風
景
に
比
べ
、
画
中
の
イ
メ
ー
ジ
が
暗
く
平
面
的
に
感
じ
ら
れ
る
の
は
避

け
ら
れ
な
い
。
こ
れ
に
対
し
、
側
方
に
窓
が
な
く
、
上
方
か
ら
採
光
す
る
専
用
室

の
場
合
、
鑑
賞
者
は
外
界
か
ら
独
立
し
た
空
間
内
で
作
品
群
に
取
り
囲
ま
れ
る
形

と
な
り
、
そ
れ
に
伴
い
、
個
々
の
画
面
だ
け
で
な
く
、
サ
イ
ク
ル
全
体
が
生
み
出

す
印
象
が
重
要
度
を
増
す
。
パ
ネ
ル
自
体
の
大
き
さ
が
既
に
決
ま
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
効
果
的
に
全
体
を
見
せ
る
た
め
の
空
間
の
大
き
さ
も
自
ず
と
限
定
さ
れ
る

の
で
、
総
数
を
大
幅
に
削
減
し
、
パ
ネ
ル
間
の
距
離
を
詰
め
る
の
は
理
に
叶
っ
た

措
置
だ
と
言
え
る
。
側
方
か
ら
の
光
を
前
提
に
し
て
制
作
済
み
の
作
品
を
、
異
な

る
方
向
か
ら
の
採
光
に
ど
う
合
わ
せ
る
か
と
い
う
問
題
は
生
ず
る
も
の
の
、
色
彩

を
用
い
た
光
の
表
現
に
風
景
構
築
の
重
心
を
徐
々
に
移
し
て
き
た
画
家
に
と
っ
て
、

こ
う
し
た
室
内
展
示
は
、
絵
画
空
間
の
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
を
生
み
出
し
に
く
い
明

る
い
屋
外
よ
り
も
は
る
か
に
望
ま
し
い
も
の
だ
っ
た
ろ
う
。

先
行
研
究
が
繰
り
返
し
指
摘
し
て
い
る
こ
と
だ
が
、
全
画
面
を
一
室
内
に
巡
ら

せ
上
か
ら
採
光
す
る
展
示
形
式
を
提
案
す
る
に
際
し
、
ロ
ッ
ト
マ
ン
の
念
頭
に
は

パ
ノ
ラ
マ
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る （

�）。
パ
ノ
ラ
マ
は
、
円
筒
形
の
専
用
建
物
の
内

壁
三
六
〇
度
に
切
れ
目
な
く
絵
画
を
巡
ら
せ
、
中
央
に
設
け
ら
れ
た
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
か
ら
仮
想
空
間
の
ヴ
ァ
ー
チ
ュ
ア
ル
・
リ
ア
リ
テ
ィ
を
楽
し
む
娯
楽
施
設
で
あ

る
。
採
光
は
上
か
ら
注
ぐ
自
然
光
で
、
観
客
席
の
上
は
内
屋
根
で
覆
わ
れ
る
た
め
、

光
は
画
面
に
当
た
っ
て
か
ら
目
に
届
く
。
つ
ま
り
画
面
が
明
る
く
感
じ
ら
れ
、
戸

外
に
い
る
か
の
よ
う
な
気
分
に
な
る
よ
う
工
夫
さ
れ
て
い
る （

�）。
こ
の
構
造
は
十
八

世
紀
末
の
ロ
ン
ド
ン
に
最
初
の
パ
ノ
ラ
マ
が
現
れ
た
時
か
ら
一
定
し
て
い
る
が
、

オ
ラ
ン
ダ
の
デ
ン
・
ハ
ー
グ
に
現
存
す
る
比
較
的
小
型
の
メ
ス
ダ
ハ
・
パ
ノ
ラ
マ

（
一
八
八
一
年
開
館
）
の
写

真
（

図

11）
を
見
る
と
、
そ
の
構
造
が
わ
か
り

や
す

い
だ
ろ
う （

�）。
ノ
イ
エ
・
ピ
ナ
コ
テ
ー
ク
が
設
計
段
階
に
あ
っ
た
時
、
一
時
は
画
家

の
希
望
に
合
わ
せ
た
円
形
プ
ラ
ン
の
専
用
空
間
さ
え
検
討
さ
れ
た
が
、
館
の
設
計

を
あ
ま
り
に
複
雑
化
し
て
し
ま
う
た
め
に
見
送
ら
れ
た （

�）。

一
八
四
五
年
に
入
っ
て
よ
う
や
く
建
設
地
が
決
ま
り
、
翌
年
秋
に
、
ゲ
ル
ト
ナ
ー

を
引
き
継
い
だ
ア
ウ
グ
ス
ト
・
フ
ォ
ン
・
フ
ォ
イ
ト
の
設
計
に
な
る
美
術
館
の
建

設
が
始
ま
る
。
こ
こ
で
実
現
さ
れ
た
最
終
的
な
「
ロ
ッ
ト
マ
ン
の
間
」
は
、
長
方

形
の
プ
ラ
ン
（
内
の
り
の
比
は
五
対
九
）
を
持
ち
、
特
殊
な
造
り
と
天
井
高
の
低
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さ
か
ら
、
建

物
の
中
心
部

で
は
な
く
二

階
の
西
端
に

設
置
さ
れ
た

（
図

12・

13）。

円
筒
形
に
は

な
ら
な
か
っ

た
と
は
い
え
、

壁
よ
り
内
側

に
柱
列
を
巡

ら
せ
て
内
天

井
を
架
け
、

部
屋
の
中
央

部
を
相
対
的

に
暗
く
す
る

一
方
で
、
外

天
井
か
ら
入

る
光
が
絵
の

並
ぶ
壁
面
を

照
ら
し
、
描

か
れ
た
風
景

の
明
る
さ
を

強
め
る
採
光

法
は
、
確
か

に
パ
ノ
ラ
マ

に
倣
っ
た
も

の
と
言
え
よ

う （

�）。
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図13「ロットマンの間」復元モデル



三

�四
技

法

ギ
リ
シ
ャ
・
サ
イ
ク
ル
で
は
、
イ
タ
リ
ア
・
サ
イ
ク
ル
の
フ
レ
ス
コ
技
法
に
代

わ
り
、
エ
ン
カ
ウ
ス
テ
ィ
ク
か
ら
発
展
し
た
新
し
い
技
法
が
用
い
ら
れ
た
。
フ
レ

ス
コ
は
、
先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
イ
タ
リ
ア
・
ル
ネ
サ
ン
ス
に
倣
っ
た
モ
ニ
ュ

メ
ン
タ
ル
な
大
画
面
絵
画
の
復
活
に
よ
り
美
術
の
再
生
を
目
指
す
コ
ル
ネ
リ
ウ
ス

が
、
ま
ず
ロ
ー
マ
で
苦
心
の
末
復
元
し
た
技
法
で
あ
り
、
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
の
公
的

美
術
推
進
政
策
に
よ
っ
て
ミ
ュ
ン
ヒ
ェ
ン
に
改
め
て
導
入
さ
れ
、
多
く
の
新
し
い

大
建
造
物
の
装
飾
を
担
っ
て
き
た （

�）。
こ
の
方
法
は
、
壁
面
に
塗
り
広
げ
た
漆
喰
層

が
生
乾
き
の
う
ち
に
水
溶
性
の
顔
料
で
描
き
、
基
底
材
自
体
に
顔
料
を
染
み
込
ま

せ
る
た
め
、
物
理
的
に
堅
牢
で
、
大
き
な
面
積
を
相
手
に
す
る
建
築
装
飾
に
適
し

て
い
る
。
一
方
、
使
え
る
色
は
制
限
さ
れ
、
色
調
は
乾
燥
す
る
に
従
っ
て
大
き
く

変
化
す
る
。
ま
た
、
光
が
表
面
で
直
接
反
射
す
る
た
め
、
油
彩
や
テ
ン
ペ
ラ
に
比

べ
色
合
い
に
深
み
は
な
く
、
マ
ッ
ト
な
仕
上
が
り
と
な
る
。
質
感
の
表
現
や
時
間

の
か
か
る
細
密
描
写
に
は
不
向
き
で
、
遅
筆
の
画
家
に
は
特
に
使
い
こ
な
す
の
が

難
し
い
技
法
と
言
え
る
。
多
く
は
セ
ッ
コ
を
併
用
し
て
補
う
が
、
セ
ッ
コ
部
分
は

浮
き
や
す
い
と
い
う
難
点
も
あ
る
。
三
〇
年
代
末
に
な
る
と
、
王
自
身
が
フ
レ
ス

コ
の
絵
画
性
の
限
界
に
不
満
を
持
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
も
う
ひ
と
つ
の
壁
画
用
の

技
法
と
し
て
、
エ
ン
カ
ウ
ス
テ
ィ
ク
を
積
極
的
に
認
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

エ
ン
カ
ウ
ス
テ
ィ
ク
は
、
顔
料
を
蝋
に
溶
か
し
、
熱
い
ま
ま
板
、
石
、
象
牙
な

ど
の
基
底
材
に
塗
り
付
け
、
温
め
た
鏝
を
使
っ
て
表
面
を
整
え
、
艶
を
出
す
技
法

で
、
発
色
が
美
し
く
、
湿
気
や
劣
化
に
強
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
フ
ァ
イ
ユ
ム

の
ミ
イ
ラ
肖
像
画
や
、
古
代
ロ
ー
マ
の
邸
宅
壁
画
に
既
に
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、

中
世
以
来
忘
れ
去
ら
れ
て
い
た
の
を
、
十
八
世
紀
の
ヘ
ル
ク
ラ
ネ
ウ
ム
、
ポ
ン
ペ

イ
な
ど
の
発
掘
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
再
び
脚
光
を
浴
び
、
そ
の
技
法
の
復
元
が

試
み
ら
れ
た
。
ミ
ュ
ン
ヒ
ェ
ン
で
は
ク
レ
ン
ツ
ェ
が
早
く
か
ら
こ
の
技
法
に
注
目

し
、
ポ
ン
ペ
イ
風
内
装
を
試
み
よ
う
と
、
一
八
二
九
年
に
、
同
じ
く
こ
の
技
法
に

関
心
の
あ
っ
た
画
家
兼
鉱
物
・
物
理
・
化
学
者
の
フ
ラ
ン
ツ
・
ク
サ
ー
ヴ
ァ
ー
・

フ
ェ
ル
ン
バ
ハ
に
技
法
の
復
元
を
依
頼
し
た
。
同
じ
年
に
フ
ラ
ン
ス
で
出
版
さ
れ

た
モ
ン
タ
ベ
ー
ル
の
大
部
の
技
法
書
に
も
エ
ン
カ
ウ
ス
テ
ィ
ク
が
収
録
さ
れ
て
お

り
、
国
際
的
な
関
心
の
広
が
り
を
裏
書
き
す
る
。
し
か
し
、
技
法
と
し
て
ま
だ
確

立
さ
れ
た
と
は
言
え
ず
、
実
用
性
や
長
期
の
耐
久
性
に
関
す
る
実
践
的
証
明
を
伴
っ

て
は
い
な
か
っ
た （

�）。

フ
ェ
ル
ン
バ
ハ
が
フ
ラ
ン
ス
か
ら
の
情
報
を
参
考
に
し
な
が
ら
開
発
し
た
方
法

は
、
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
を
説
得
す
る
の
に
成
功
し
、
一
八
三
七
年

に
王
宮
の
祝
祭
棟
内
装
と
い
う
重
要
な
場
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
シ
ュ

ノ
ル
・
フ
ォ
ン
・
カ
ロ
ル
ス
フ
ェ
ル
ト
の
『
皇
帝
の
間
』
三
室
の
サ
イ
ク
ル
や
、

ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
シ
ュ
ヴ
ァ
ン
タ
ー
ラ
ー
の
下
絵
に
基
づ
き
ヨ
ー
ハ
ン
・
ゲ
ー
オ

ル
ク
・
ヒ
ル
テ
ン
ス
ペ
ル
ガ
ー
が
実
制
作
し
た
『
オ
デ
ュ
ッ
セ
ア
』
の
サ
イ
ク
ル

が
、
こ
の
方
法
に
よ
っ
て
描
か
れ
て
い
る （

�）。
し
か
し
な
が
ら
、
開
発
を
依
頼
し
た

ク
レ
ン
ツ
ェ
自
身
は
、
フ
ェ
ル
ン
バ
ハ
法
の
絵
画
と
し
て
の
質
や
耐
久
性
に
疑
い

を
持
ち
、
値
が
張
る
こ
と
か
ら
も
、
宮
廷
建
築
監
督
と
し
て
こ
の
方
法
を
推
進
す

る
の
に
は
懐
疑
的
だ
っ
た （

�）。
ロ
ッ
ト
マ
ン
が
エ
ン
カ
ウ
ス
テ
ィ
ク
の
使
用
を
決
断

し
た
の
は
、
画
家
自
身
の
関
心
と
王
の
意
向
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
当
初
は
フ
ェ
ル

ン
バ
ハ
が
直
接
技
術
指
導
に
当
た
っ
た
可
能
性
が
あ
り
、
ま
た
、
一
八
三
八
年
か

ら
ロ
ッ
ト
マ
ン
の
ア
ト
リ
エ
の
す
ぐ
近
く
で
作
業
し
て
い
る
ヒ
ル
テ
ン
ス
ペ
ル
ガ
ー

の
仕
事
ぶ
り
を
参
考
に
す
る
こ
と
も
で
き
た
。

と
は
い
え
、
画
家
は
こ
の
新
し
い
技
法
を
た
だ
教
え
ら
れ
る
ま
ま
踏
襲
し
た
の

で
は
な
く
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
改
良
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は

画
家
自
身
が
、
ダ
ル
ム
シ
ュ
タ
ッ
ト
の
画
家
カ
ー
ル
・
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
ゼ
ー
ガ
ー

に
宛
て
て
、
そ
の
経
緯
を
書
き
送
っ
た
手
紙
が
知
ら
れ
る
。

「
ミ
ュ
ン
ヒ
ェ
ン
で
エ
ン
カ
ウ
ス
テ
ィ
ク
技
法
が

評
判
に
な
っ
て
以
来

…

そ
こ
か
ら
自
分
を
最
も
進
歩
さ
せ
て
く
れ
る
も
の
を
引
き
出
そ
う
と
し
ま
し

た
。
ま
ず
テ
レ
ビ
ン
精
を
使
っ
て
塗
る
フ
ェ
ル
ン
バ
ハ
の
樹
脂
画
を
試
し
て

み
る
と
、
何
を
描
い
て
も
ス
ム
ー
ズ
に
筆
が
運
ぶ
の
は
い
い
の
で
す
が
、
風

の
あ
る
と
こ
ろ
で
は
作
業
を
進
め
る
の
が
困
難
で
す
。
と
い
う
の
も
テ
レ
ビ

ン
精
が
あ
っ
と
い
う
間
に
飛
ん
で
し
ま
う
の
で
、
絵
具
が
固
ま
っ
て
濁
っ
て
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し
ま
う
か
ら
で
す
。
で
も
、
こ
の
描
き
方
を
あ
き
ら
め
た
最
大
の
理
由
は
、

琥
珀
〔
＝
松
の
樹
脂
〕
を
主
原
料
と
す
る
結
合
剤
は
固
く
な
り
過
ぎ
、
時
間

が
経
つ
に
つ
れ
割
れ
た
り
剥
落
し
た
り
す
る
危
険
が
生
じ
や
す
い
と
い
う
こ

と
が
、
経
験
か
ら
わ
か
っ
た
か
ら
で
す （

�）。」

次
に
彼
が
試
し
た
の
は
、
ル
カ
ー
ヌ
ス
に
基
づ
き
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ク
ニ
リ
ム

が
古
代
の
技
法
と
し
て
紹
介
し
た
ば
か
り
の
、
コ
パ
イ
ヴ
ァ
（
ミ
モ
ザ
の
一
種
）

樹
脂
を
用
い
る
方
法
だ
っ
た （

�）。

「
コ
パ
イ
ヴ
ァ
画
が
話
題
に
な
っ
た
時
、
こ
ち
ら
の
方
が
多
分
そ
れ
ほ
ど

固
く
な
ら
な
い
だ
ろ
う
か
ら
、
液
状
の
樹
脂
と
し
て
は
よ
り
よ
い
の
で
は
な

い
か
と
い
う
考
え
が
ひ
ら
め
き
ま
し
た
。
色
が
濁
ら
な
い
の
も
大
い
に
気
に

入
っ
た
の
で
、
粘
り
気
が
強
い
の
は
大
目
に
見
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
…
こ

の
コ
パ
イ
ヴ
ァ
画
も
、
も
う
や
め
ま
し
た
。
試
し
に
こ
の
技
法
で
か
な
り
滑

ら
か
な
カ
ン
ヴ
ァ
ス
に
描
い
て
み
た
の
で
す
が
、
一
年
も
た
た
な
い
う
ち
に
、

た
ま
た
ま
力
が
か
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
大
き
な
断
片
が
剥
が
れ

落
ち
た
の
で
す
。
…
二
年
ほ
ど
前
に
は
、
粗
い
表
面
の
カ
ン
ヴ
ァ
ス
に
、

〔
コ
パ
イ
ヴ
ァ
に
〕
油
を
混
ぜ
て
塗
っ
て
み
ま
し
た
。
こ
ち
ら
の
方
が
堅
牢

で
し
た
。
同
じ
方
法
で
二
、
三
点
の
壁
画
を
仕
上
げ
ま
し
た
が
、
完
全
に
納

得
し
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
と
い
う
の
も
、
コ
パ
イ
ヴ
ァ
は
時
間
が
経

つ
と
ど
ん
ど
ん
固
く
な
り
、
柔
ら
か
さ
を
保
つ
た
め
に
わ
ず
か
の
蝋
し
か
加

え
ら
れ
な
く
な
る
か
ら
で
す
。」

最
後
に
彼
は
ダ
マ
ル
樹
脂
に
た
ど
り
着
く （

�）。

「
こ
れ
は
テ
レ
ビ
ン
精
に
溶
け
る
と
蝋
の
大
部
分
を
取
り
込
み
、
油
と
よ

く
混
ざ
る
の
で
乾
き
も
速
過
ぎ
な
い
し
、
半
ば
柔
ら
か
い
状
態
を
保
つ
の
で
、

一
番
信
用
が
置
け
ま
す
。」

つ
ま
り
、
油
彩
画
な
ら
ば
絵
が
乾
く
の
を
待
っ
て
上
に
ワ
ニ
ス
を
か
け
る
と
こ

ろ
を
、
こ
の
方
法
で
は
ダ
マ
ル
樹
脂
の
ワ
ニ
ス
と
油
絵
具
を
混
合
し
て
か
ら
用
い

る
の
で
、
そ
の
結
果
濁
り
の
な
さ
は
油
彩
に
劣
る
が
、
乾
く
ま
で
の
時
間
が
短
く
、

油
彩
の
欠
点
で
あ
る
時
間
の
経
過
に
よ
る
黒
ず
み
も
避
け
ら
れ
る
と
い
う
。
こ
れ

は
、
ロ
ッ
ト
マ
ン
の
重
視
し
て
き
た
画
面
の
明
る
さ
と
い
う
点
で
も
納
得
の
い
く

結
果
だ
っ
た
。

「
樹
脂
と
蝋
に
よ
る
絵
画
の
唯
一
で
本
質
的
な
利
点
と
は
、
顔
料
と
は
無

関
係
に
、
長
い
こ
と
乾
燥
す
る
の
を
待
つ
必
要
が
な
い
と
い
う
こ
と
、
そ
し

て
あ
と
か
ら
黒
ず
ま
な
い
こ
と
で
す
。
…
こ
れ
ま
で
の
試
行
か
ら
得
ら
れ
た

結
果
は
、
も
う
こ
れ
以
上
や
る
つ
も
り
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
尽
き
ま
す
。

経
験
か
ら
確
実
な
の
は
、
ダ
マ
ル
樹
脂
と
蝋
と
油
で
作
っ
た
一
番
柔
ら
か
い

結
合
剤
が
一
番
優
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
う
す
れ
ば
色
が
黒
ず
む

の
が
最
小
限
に
抑
え
ら
れ
、
そ
れ
に
結
合
剤
を
簡
単
に
分
離
で
き
ま
す
。
白

蝋
と
ダ
マ
ル
樹
脂
の
割
合
で
す
が
…
一
枚
の
絵
を
描
い
て
い
る
間
は
分
量
を

常
に
一
定
に
す
る
か
、
固
め
の
上
に
柔
ら
か
め
の
を
塗
る
の
で
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
さ
も
な
い
と
…
剥
離
し
て
し
ま
い
ま
す
。
以
上
が
私
に
教
え
ら

れ
る
こ
と
の
す
べ
て
で
、
私
の
経
験
を
知
り
た
い
と
思
う
他
の
誰
に
で
も
喜

ん
で
教
え
ま
す
。
自
分
の
も
の
だ
け
に
し
て
お
く
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん （

�）。」

書
面
か
ら
見
る
限
り
、
ロ
ッ
ト
マ
ン
は
こ
れ
で
技
法
の
開
発
に
終
止
符
を
打
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
二
〇
〇
七
年
の
展
覧
会
に
先
立
っ
て
行
な
わ

れ
た
調
査
に
よ
る
と
、
樹
脂
を
加
え
た
蝋
を
結
合
剤
と
す
る
方
法
が
採
ら
れ
た
の

は
、
一
八
三
八
年
か
ら
四
〇
年
に
描
か
れ
た
最
初
の
七
点
、
残
る
十
六
点
は
樹
脂

と
油
と
い
う
結
論
に
な
っ
て
お
り
、
手
紙
に
あ
る
樹
脂
と
蝋
と
油
を
す
べ
て
用
い

る
最
終
的
方
法
の
記
述
と
齟
齬
を
き
た
し
て
い
る
。
手
紙
で
は
二
年
ほ
ど
前
に
二
、

三
点
た
め
し
て
や
め
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
油
を
混
ぜ
た
コ
パ
イ
ヴ
ァ
画
に
よ
る

の
が
、
最
初
の
二
点
の
よ
う
に
思
え
る
が
、
第
四
作
の
『
シ
キ
ュ
オ
ン
と
パ
ル
ナ
ッ

ソ
ス
山
』
か
ら
コ
パ
イ
ヴ
ァ
樹
脂
と
油
が
検
出
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
ダ
マ
ル
樹
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脂
は
調
査
し
た
す
べ
て
の
作
品
に
認
め
ら
れ
る
と
い
う （

�）。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
カ

タ
ロ
グ
で
は
最
初
の
二
点
が
フ
ェ
ル
ン
バ
ハ
法
で
、
あ
と
か
ら
手
を
加
え
て
あ
り
、

次
の
五
点
が
ク
ニ
リ
ム
法
と
そ
の
改
良
版
、
残
り
が
「
修
正
さ
れ
た
油
彩
」
、
つ

ま
り
ロ
ッ
ト
マ
ン
の
独
自
法
と
み
な
し
て
い
る （

�）。
し
か
し
、
や
や
暗
い
第
四
作
を

移
行
期
の
作
と
考
え
る
な
ら
、
第
一
、
二
、
四
作
が
改
良
コ
パ
イ
ヴ
ァ
画
、
そ
れ

以
外
が
ダ
マ
ル
樹
脂
系
で
、
ゼ
ー
ガ
ー
へ
の
手
紙
が
書
か
れ
た
あ
と
か
ら
は
、
展

示
場
所
が
屋
内
に
代
わ
っ
た
こ
と
も
考
慮
し
て
蝋
の
割
合
を
減
ら
し
て
い
っ
た
と

考
え
る
こ
と
も
可
能
だ
ろ
う
。
最
終
的
な
結
論
は
、
全
作
品
の
科
学
調
査
を
待
た

な
く
て
は
な
ら
な
い
。

基
底
材
は
す
べ
て
パ
ネ
ル
形
式
の
「
壁
」
、
つ
ま
り
錬
鉄
の
枠
の
中
に
同
じ
く

錬
鉄
で
格
子
を
組
み
、
粗
密
二
層
の
モ
ル
タ
ル
を
重
ね
た
上
に
石
灰
の
漆
喰
層
を

塗
っ
て
、
表
面
を
整
え
た
も
の
で
あ
る
。
最
初
の
二
点
は
地
塗
り
な
し
で
、
漆
喰

層
の
上
に
直
接
蝋
と
樹
脂
の
層
が
重
ね
ら
れ
、
そ
の
上
に
絵
具
の
層
、
最
上
部
に

ワ
ニ
ス
が
か
け
ら
れ
て
お
り （

�）、
現
在
で
は
絵
全
体
が
暗
く
茶
色
味
を
帯
び
て
見
え

る
。
第
三
作
の
『
オ
リ
ュ
ン
ピ
ア
』
か
ら
の
九
点
は
、
漆
喰
層
の
上
に
絶
縁
層
を

施
し
た
上
、
下
半
分
は
薄
い
白
の
地
塗
り
、
上
半
分
、
つ
ま
り
主
に
空
に
当
た
る

と
こ
ろ
は
、
鉛
白
や
石
灰
等
の
地
塗
り
を
何
層
も
塗
り
重
ね
た
上
に
、
絵
具
の
層
、

最
後
に
ワ
ニ
ス
の
保
護
層
が
来
る
。
こ
の
よ
う
な
て
い
ね
い
な
地
塗
り
を
施
し
た

パ
ネ
ル
は
、
フ
ェ
ル
ン
バ
ハ
の
手
順
に
従
っ
て
前
も
っ
て
ま
と
め
て
作
ら
れ
た
と

推
定
さ
れ
て
い
る
。
画
面
は
先
の
二
点
の
よ
う
に
く
す
ま
ず
に
、
明
る
さ
を
保
っ

て
い
る
（
た
だ
し
、
第
四
作
は
先
述
し
た
よ
う
に
や
や
暗
い
）
。
残
る
十
三
点
で

は
複
雑
な
地
塗
り
は
放
棄
さ
れ
、
画
面
の
上
下
と
も
薄
い
白
の
地
塗
り
が
施
さ
れ

て
い
る
が
、
最
後
の
『
コ
リ
ン
ト
』『
マ
ラ
ト
ン
』『
ネ
メ
ア
』
で
は
、
輝
き
を
増

す
た
め
に
暗
色
の
地
塗
り
を
用
い
て
い
る
ら
し
い
と
調
査
報
告
は
伝
え
て
い
る
。

な
お
、
第
七
作
『
ハ
ル
キ
ス
』、
第
十
四
作
『
テ
ィ
リ
ン
ス
』、
第
十
五
作
『
エ
ピ

ダ
ウ
ロ
ス
』
は
損
傷
が
激
し
く
て
修
復
が
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
元
の
色
調
は
わ
か

ら
な
い
。

室
内
展
示
に
な
っ
て
も
純
粋
の
油
彩
に
転
換
し
な
か
っ
た
の
は
、
ロ
ッ
ト
マ
ン

が
ダ
マ
ル
樹
脂
法
に
自
信
を
持
ち
、
新
開
発
の
技
法
で
あ
っ
て
も
発
色
が
よ
く
耐

久
性
も
あ
る
と
考
え
た
か
ら
だ
ろ
う
。
自
己
の
風
景
画
の
到
達
点
を
示
す
作
品
を

託
す
に
は
冒
険
的
な
や
り
方
だ
っ
た
と
も
言
え
る
が
、
制
作
か
ら
百
八
十
年
近
く

た
っ
た
現
在
の
状
態
は
、
彼
の
判
断
が
正
し
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

（

44）
一
八
三
五
年
五
月
二
十
四
日
付
け
の
妻
宛
て
の
手
紙
（
B
ierh

a
u
s-R

� o
d
ig
er,

op
.

cit.［
註
１
を
見
よ
］,

130,
D
o
k
u
m
e
n
t
53）。

（

45）
一
八
三
五
年
八
月
二
日
付
け
の
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
宛
て
の
手
紙
（
ib
id
.,
S
.144,

D
o
k
u
m
en

t
94）
。
ク
レ
ン
ツ
ェ
の
挙
げ
て
い
る

S
ty

m
p
h
a
lisch

,
S
ty

g
isch

,

E
lisch

の
三
地
方
の
う
ち
、
ス
テ
ュ
ン
パ
リ
ス
は
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
北
東
部
、
ス
テ
ュ

ク
ス
も
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
に
あ
る
。
エ
リ
ス
地
方
は
ペ
ロ
ポ
ネ
ソ
ス
半
島
北
西
部
の
オ

リ
ン
ピ
ア
の
あ
る
地
域
。

（

46）
ク
レ
ン
ツ
ェ
は
、
一
八
三
六
年
一
月
十
三
日
付
け
の
王
宛
て
の
手
紙
で
、
描
け
な

か
っ
た
重
要
地
点
と
し
て
、
ケ
ロ
ネ
ア
、
デ
ル
フ
ォ
イ
、
オ
リ
ュ
ン
ピ
ア
、
ア
ル
コ

メ
ノ
ス
、
ス
テ
ュ
ク
ス
地
方
、
キ
レ
ー
ネ
、
メ
ガ
ス
ピ
リ
オ
ン
を

列
挙
し
て
い
る

（
ib
id
.,
S
.144,

D
o
k
u
m
en

t
95）。

（

47）
W

V
321
（
コ
ル
フ

島
）
、

357
（

ミ
ケ
ー
ネ
の
ア
ト
レ
ウ
ス

家
の

墓
）
、

409
（
ア

テ
ネ
の
カ
リ
ル
フ
ー
の
泉
）、

445（
エ
ギ
ナ
島
の
ア
ポ
ロ
神
殿
）
な
ど
。

（

48）
展
示
室
の
プ
ラ
ン
が
長
方
形
で
、
出
入
り
口
を
一
か
所
設
け
る
場
合
、
二
十
四
と

い
う
点
数
だ
と
、
一
画
面
を
ソ
プ
ラ
・
ポ
ル
タ
と
し
て
想
定
し
な
い
と
均
等
の
配
置

は
で
き
な
い
。
二
十
三
点
に
減
少
し
た
の
は
そ
の
た
め
と
思
わ
れ
る
。

（

49）
現
代
語
で
の
地
名
表
記
は
、
シ
キ
オ
ン
、
コ
リ
ン
ト
ス
、
ミ
キ
ニ
ス
、
オ
リ
ン
ピ

ア
、
ハ
ル
キ
ス
、
デ
ィ
ロ
ス
、
ス
パ
ル
テ
ィ
、
エ
ギ
ナ
、
テ
ィ
ヴ
ァ
、
エ
レ
フ
シ
ナ
、

テ
ィ
リ
ン
ス
、
エ
ピ
ダ
ヴ
ロ
ス
、
ア
テ
ィ
ナ
、
マ
ラ
ト
ナ
ス
等
と
な
り
、
ど
ち
ら
か

と
い
う
と
古
代
語
表
記
に
慣
れ
た
日
本
人
に
と
っ
て
却
っ
て
わ
か
り
に
く
い
こ
と
も

あ
る
の
で
、
こ
の
表
で
は

馬
場

恵
二

訳
の
パ
ウ

サ
ニ
ア
ス
『

ギ
リ

シ
ャ

案
内

記
』

（
岩
波
書
店
、
上
一
九
九
一
、
下
一
九
九
二
）
に
よ
る
古
代
語
表
記
を
基
本
と
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
本
稿
全
体
で
は
、
古
代
語
・
現
代
語
に
特
に
統
一
せ
ず
、
慣
用
的

な
表
記
が
あ
る
場
合
に
は
主
に
そ
ち
ら
を
使
っ
て
い
る
。

（
50）

ロ
ッ
ト
マ
ン
は
目
撃
し
て
い
な
い
が
、
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
は
ギ
リ
シ
ャ
周
遊
の
際
、

実
際
に
ネ
メ
ア
の
ゼ
ウ
ス
神
殿
を
訪
れ
て
い
る
。
そ
の
当
時
ギ
リ
シ
ャ
人
が
概
し
て

ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
に
好
感
を
抱
い
て
い
た
こ
と
は
、
一
八
三
四
年
秋
の
画
家
の
手
紙
に

も
言
及
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
彼
が
バ
イ
エ
ル
ン
王
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
に
仕

え
る
画
家
で
、
王
の
委
託
に
よ
っ
て
こ
こ
に
い
る
、
と
名
乗
る
と
、
常
に
最
上
の
も

て
な
し
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
王
の
名
は
ギ
リ
シ
ャ
中
で
讃
え
ら
れ
、

彼
の
名
の
日
は
本
国
と
同
程
度
か
そ
れ
以
上
に
祝
わ
れ
て
お
り
、
王
が
ギ
リ
シ
ャ
の
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た
め
に
行
な
っ
た
こ
と
、
そ
れ
以
前
か
ら
ギ
リ
シ
ャ
に
対
し
心
を
砕
い
た
こ
と
は
広

く
認
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
（
B
ierh
a
u
s-R

� o
d
ig
er,op

.
cit.,
S
.126,D

o
k
u
m
en
t

49）。
た
だ
し
、『
ネ
メ
ア
』
が
描
か
れ
た
一
八
五
〇
年
の
時
点
で
は
、
そ
れ
ほ
ど
の

好
意
を
期
待
で
き
た
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
る
。

（
51）

一
部
に
つ
い
て
は
サ
イ
ク
ル
と
は
別
に
油
彩
画
化
さ
れ
て
い
る
。

（

52）
作
品
総
目
録
で
は
現
地
に
行
っ
た
と
推
測
し
て
い
る
が
（
B
ierh
a
u
s-R

� o
d
ig
er,

op
.
cit.,

S
.336）

、
『
オ
リ
ン
ピ
ア
』
に
使
用
さ
れ
た
松
木
立
の
水
彩
画
は
、
同
地

で
描
か
れ
た
と
は
断
定
で
き
な
い
。
ほ
か
に
オ
リ
ン
ピ
ア
と
わ
か
る
写
生
は
残
っ
て

お
ら
ず
、
恐
ら
く
ク
レ
ン
ツ
ェ
の
手
紙
の
後
で
も
訪
れ
る
機
会
は
な
か
っ
た
と
思
わ

れ
る
。
R
o
tt
et
a
l.,

ib
id
.（
註

3を
見
よ
）
,
S
.153,

も
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
否

定
的
で
あ
る
。

（

53）
B
ierh
a
u
s-R

� o
d
ig
er,

op
.
cit.,
S
.147

�150,
D
o
k
u
m
en
t
103

�194.

（

54）
ギ
リ
シ
ャ
独
立
当
時
、
ア
ク
ロ
ポ
リ
ス
上
に
は
要
塞
や
民
家
が
立
ち
並
び
、
パ
ル

テ
ノ
ン
は
教
会
堂
に
改
築
さ
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
後
世
に
付
加
さ
れ
た
「
余
計
な
」

建
造
物
を
取
り
除
い
て
古
代
的
な
外
観
を
復
活
さ
せ
、
ま
た
プ
ロ
イ
セ
ン
王
太
子
フ

リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
（
後
の
四
世
）
の
ア
イ
デ
ィ
ア
に
従
っ
て
シ
ン
ケ
ル

の
提
案
し
た
、
ア
ク
ロ
ポ
リ
ス
上
に
王
宮
を
建
設
す
る
設
計
案
を
、
文
化
財
保
護
の

観
点
か
ら
採
用
し
な
か
っ
た
の
は
、
主
に
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
の
功
績
で
あ
る
（
ア
テ
ネ

滞
在
中
、
王
は
ア
ク
ロ
ポ
リ
ス
の
北
東
の
低
地
に
ゲ
ル
ト
ナ
ー
が
設
計
し
た
王
宮
の

定
礎
式
に
立
ち
会
っ
て
い
る
）
。
取
り
壊
し
を
予
定
さ
れ
て
い
た
多
数
の
小
教
会
堂

も
、
多
く
は
古
代
の
聖
所
の
上
に
建
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
場
所
が
わ
か

ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
恐
れ
て
、
破
壊
を
差
し
止
め
さ
せ
た
。
彼
は
ま
た
、

民
俗
衣
装
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
化
に
よ
っ
て
消
え
て
し
ま
う
の
を
憂
い
、
そ
れ
ま
で
パ
リ

製
の
黒
の
フ
ロ
ッ
ク
を
着
用
し
て
い
た
オ
ッ
ト
ー
に
、
フ
ス
タ
ネ
ッ
ラ
を
着
て
民
の

前
に
出
る
よ
う
に
勧
め
、
そ
の
後
宮
廷
が
率
先
し
て
ギ
リ
シ
ャ
装
束
を
取
り
入
れ
る

き
っ
か
け
を
作
っ
た
。

（

55）
S
ep
p
,
op

.
cit.（

註

31を
見
よ
）
,
S
.205

�213.
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
は
ギ
リ
シ
ャ
を

去
る
際
、
ア
テ
ネ
に
宗
旨
の
別
な
く
患
者
を
受
け
入
れ
る
病
院
を
建
設
す
る
た
め
の

費
用
と
し
て
私
財
五
万
フ
ラ
ン
を
寄
付
し
、
ま
た
首
都
教
会
建
設
の
た
め
に
も
資
金

援
助
を
行
な
っ
た
。

（

56）
ク
レ
ン
ツ
ェ
か
ら
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
に

宛
て
た
八

月
二

十
五

日
付
け
の
手
紙

（
B
ierh
a
u
s-R

� o
d
ig
er,

op
.
cit.,
S
.144,

D
o
k
u
m
en
t
93）
に
よ
る
。

（

57）
ク
レ
ン
ツ
ェ
か
ら
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
に
宛
て
た
一
八
三
三
年
九
月
二
十
二
日
付
け
の

手
紙
（
ib
id
.,
S
.144,

D
o
k
u
m
en
t
93a
）
。
ロ
ッ
ト

マ
ン
は

医
者
の

診
断
で
す

べ

て
の
仕
事
を
免
除
さ
れ
て
田
舎
で
休
養
を
取
り
、
翌
年
早
々
に
『
ア
ヴ
ェ
ル
ノ
湖
』

の
描
き
直
し
を
予
定
し
て
い
た
。

（

58）
一
八

三
八
年

十
月

三
十

日
付
け
の
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
の

日
記
（
ib
id
.,
S
.148,

D
o
k
u
m
en
t
139）。

（

59）
ク
レ
ン
ツ
ェ
か
ら
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
へ
の
一
八
三
九
年
三
月
二
十
八
日
付
け
の
手
紙

（
ib
id
.,
S
.146,

D
o
k
u
m
en
t
97）。

（

60）
一
八

三
九
年

十
月

十
八

日
付
け
の
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
の

日
記
（
ib
id
.,
S
.148,

D
o
k
u
m
en
t
144）。

（

61）
一
八
四
〇
年

二
月

二
十
四

日
お
よ
び

二
十

六
日
付
け
の

日
記
（
ib
id
.,
S
.148,

D
o
k
u
m
en
te

145
u
n
d
146）。

（

62）
E
rn
st
F� o
rster,

・N
eu
e
K
u
n
stleistu

n
g
en
in
M
� u
n
ch
en
.
E
n
k
a
u
stik

・,

K
u
n
stb

la
tt,

2.1.1844.
W
ern
er
M
ittlm

eier,
D
ie

N
eu

e
P
in
a
k
oth

ek
in

M
� u
n
ch

en
1843

�1854.
P
la
n
u
n
g
,
B
a
u
g
esch

ich
te

u
n
d
F
resk

en
,
M
� u
n
ch
en

1977,
S
.27,

よ
り

引
用
。
こ
の
時
点
で
王
は

既
に
設

置
場
所
を
ノ
イ

エ
・
ピ
ナ

コ

テ
ー
ク
に
す
る
意
図
を
固
め
て
い
た
が
、
ま
だ
公
表
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
見
え
る
。

（

63）
一
八
四
一
年
初
頭
に
、
ロ
ッ
ト
マ
ン
に
は
ベ
ル
リ
ン
か
ら
転
職
の
打
診
が
あ
り
、

画
家
は
バ
イ
エ
ル
ン
内
務
省
に
対
し
、
ミ
ュ
ン
ヒ
ェ
ン
に
留
ま
る
代
わ
り
に
生
活
を

保
障
し
て
く
れ
る
年
金
の
支
給
を
所
望
し
、
宮
廷
画
家
の
地
位
と
、
死
後
に
は
遺
族

に
支
給
が
継
続
さ
れ
る
タ
イ
プ
の
年
金
（
当
面
四
百
フ
ロ
ー
リ
ン
、
一
八
四
四
年
か

ら
は

千
フ
ロ
ー
リ
ン
）
を
手
に
入
れ
た
（
B
ierh
a
u
s-R

� o
d
ig
er,

op
.
cit.,
S
.146f.,

D
o
k
u
m
en
te

98

�102）
。
な
お
、
そ
れ
ま
で
彼
に

国
か
ら

支
払
わ
れ
て
い
た

給
与

は
年
額
四
百
フ
ロ
ー
リ
ン
で
、
こ
れ
は
さ
ほ
ど
大
き
く
な
い
油
彩
画
一
枚
分
ほ
ど
の

額
で
あ
る
。
王
の
注
文
し
た
作
品
に
は
そ
の
都
度
支
払
い
が
な
さ
れ
て
い
る
し
、
王

以
外
の
顧
客
に
作
品
を
売
る
こ
と
も
で
き
た
の
で
、
画
家
の
給
与
は
一
般
的
に
低
か
っ

た
。
し
か
し
、
病
気
な
ど
で
仕
事
が
で
き
な
い
場
合
、
こ
の
額
で
そ
れ
な
り
の
生
活

を
す
る
の
は
困
難
だ
っ
た
ろ
う
。
ロ
ッ
ト
マ
ン
は
そ
の
前
か
ら
王
の
気
に
入
り
の
画

家
だ
っ
た
が
、
王
は
転
職
話
を
契
機
に
彼
の
価
値
を
再
認
識
し
、
コ
ル
ネ
リ
ウ
ス
が

ミ
ュ
ン
ヒ
ェ
ン
を
去
る
の
は
構
わ
な
い
が
、
カ
ウ
ル
バ
ハ
と
ロ
ッ
ト
マ
ン
に
は
ベ
ル

リ
ン
に
行
っ
て
欲
し
く
な
い
、
と
述
懐
し
て
い
る
（
一
八
四
一
年
二
月
十
七
日
付
け

お
よ
び
十
一
月
二
日
付
け
の
日
記
、
ib
id
.,
S
.148,

D
o
k
u
m
en
te

149
u
n
d
151）。

専
用
展
示
室
の
提
供
は
、
恐
ら
く
そ
の
延
長
線
上
に
あ
る
。
ノ
イ
エ
・
ピ
ナ
コ
テ
ー

ク
の
建
設
計
画
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
M
ittlm

eier,
op

.
cit.,
S
.15

�

34,
に
詳
し
い
。

（

64）
十

二
月

十
八

日
付
け
（
B
ierh
a
u
s-R

� o
d
ig
er,

op
.
cit.,

S
.148,

D
o
k
u
m
en
t

157）。

（

65）
十

二
月

二
十

日
付
け
（
ib
id
.,
S
.148,

D
o
k
u
m
en
t
158）

。
強

調
は

論
者
に
よ

る
。
同
月
二
十
七
日
の
日
記
（
ib
id
.,
S
.149,

D
o
k
u
m
en
t
159）

も
参
照
の
こ
と
。

（
66）

ロ
ッ
ト
マ
ン
の
娘
の
回
想
に
よ
る
と
、
画
家
は
一
八
四
二
年
頃
、
ロ
ト
ン
ダ
建
築

の
洗
礼
堂
内
部
に
描
か
れ
た
、
イ
エ
ス
が
足
を
踏
み
入
れ
た
こ
と
の
あ
る
地
点
を
描

い
た
風
景
画
群
に
、
上
か
ら
の
光
が
一
様
に
注
ぐ
と
こ
ろ
を
想
像
し
て
楽
し
ん
だ
と

い
う
。
レ
ー
デ
ィ
ガ
ー
は
彼
が
ギ
リ
シ
ャ
・
サ
イ
ク
ル
も
同
じ
よ
う
な
パ
ノ
ラ
マ
空

間
に

仕
立
て
、
「
聖
に
し
て

歴
史
的
な

神
殿
」
に
し
た
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推

測
し
て
い
る
（
ib
id
.,
S
.52）。

（

67）
パ
ノ
ラ
マ
の
歴

史
と
構
造
に
つ
い
て
は
既
に
多
く
の
文

献
が
あ
る
が
、

S
eh

su
ch

t.

D
a
s

P
a
n
ora

m
a

a
ls

M
a
ssen

u
n
terh

a
ltu

n
g

d
es

19.
Ja
h
rh
u
n
d
erts,
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A
u
sstellu

n
g
sk
a
t.,
B
o
n
n
1993,

が
充
実
し
た
内
容
。
拙
著
「
パ
ノ
ラ
マ
、
デ
ィ

オ
ラ
マ
、
動
く
パ
ノ
ラ
マ

十
九
世
紀
の
視
覚
情
報
娯
楽
産
業
群

」
、
『
実
践

女
子
大
学
美
學
美
術
史
學
』
第
十
一
号
、
一
九
九
六
、
四
三
―
六
七
頁
、
は
主
に
そ

れ
に
基
づ
く
三
種
の
代
表
的
な
見
世
物
に
つ
い
て
の
概
要
。
翻
訳
の
あ
る
ベ
ル
ナ
ー

ル
・
コ
マ
ン
『
パ
ノ
ラ
マ
の
世
紀
』
、
筑
摩
書
房
、
一
九
九
六
、
は
フ
ラ
ン
ス
以
外

に
つ
い
て
は
誤
り
が
多
い
。

（

68）
こ
の
パ
ノ
ラ
マ
で
は
、
一
八
三
二
年
に
発
明
さ
れ
た
fa
u
x
terra

in
,
つ
ま
り
作

り
物
の
地
面
に
三
次
元
の
オ
ブ
ジ
ェ
（
こ
こ
で
は
砂
の
上
に
実
物
の
漁
の
道
具
や
草

な
ど
）
を
配
し
て
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
を
高
め
る
方
法
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。

（

69）
M
ittlm

eier,
op
.
cit.,
S
.28f.

（

70）
同
様
の
採
光
法
で
風
景
画
を
見
せ
る
展
示
室
は
、
ロ
ン
ド
ン
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ャ

ラ
リ
ー
新
館
の
風
景
画
展
示
室
設
計
案
（
一
八
六
六
年
）
に
も
示
さ
れ
て
お
り
、
内

天
井
の
終
わ
る
位
置
に
は
パ
ノ
ラ
マ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
同
様
手
す
り
ま
で
設
け

ら
れ
て
い
る
（
R
o
tt
et
a
l.,
ib
id
.,
S
.98,

A
b
b
.
61）
。
「
ロ
ッ
ト
マ
ン
の
間
」
で

は
手
す
り
は
設
置
さ
れ
な
か
っ
た
。

（

71）
フ
レ
ス
コ
は
教
会
内
装
用
に
南
ド
イ
ツ
で
は
十
八
世
紀
ま
で
盛
ん
に
用
い
ら
れ
た

技
法
で
、
「
復
活
・
再
導
入
」
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
短
期
間
に
衰
退
し
て
し

ま
っ
た
と
い
う
の
は
驚
く
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
王
の
注
文
に
よ
っ
て
ミ
ュ
ン
ヒ
ェ
ン

市
内
に
制
作
さ
れ
た
フ
レ
ス
コ
の
大
画
面
歴
史
画
・
宗
教
画
に
は
、
コ
ル
ネ
リ
ウ
ス

と
彼
の
助
手
た
ち
に
よ
る
も
の
で
は
グ
リ
ュ
プ
ト
テ
ー
ク
の
「
神
々
の
間
」
と
「
英

雄
の
間
」（
一
八
一
八

�三
〇
）、
ア
ル
テ
・
ピ
ナ
コ
テ
ー
ク
の
ロ
ッ
ジ
ャ
の
イ
タ
リ

ア
お
よ
び
北
方
絵
画
史
サ
イ
ク
ル
（
コ
ル
ネ
リ
ウ
ス
は
下
絵
の
み
、
実
制
作
は
ク
レ

メ
ン
ス
・
ツ
ィ
マ
ー
マ
ン
ら
に
よ
り
一
八
三
三

�四
〇
）
、
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
聖
堂
の

交
差
部
よ
り
先
の
内
装
（
一
八
三
六

�三
九
）
が
あ
る
（
F
ra
n
k
B� u
ttn
er,
P
eter

C
orn
eliu
s.
F
resk
en
u
n
d
F
resk
en
p
rojek

te,
2
B
d
e.,
W
iesb
a
d
en

1980
u
n
d

S
tu
ttg
a
rt

1999）
。
ア
ー
ケ
ー
ド
の
バ
イ
エ
ル
ン
史
サ
イ
ク
ル
は
、
先
述
し
た
よ

う
に
弟
子
た
ち
の
み
で
制
作
さ
れ
た
。
グ
リ
ュ
プ
ト
テ
ー
ク
で
助
手
の
一
人
だ
っ
た

ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
マ
リ
ア
・
ヘ
ス
（
ペ
ー
タ
ー
・
ヘ
ス
の
弟
）
は
、
そ
の
後
独
立
し
て

王
の
注
文
を
受
け
、
宮
廷
付
属
の
万
聖
聖
堂
と
、
聖
ボ
ニ
フ
ァ
キ
ウ
ス
聖
堂
の
内
装

を
担

当
し
た
（
そ
れ

ぞ
れ
一
八
三
〇

�三
六
、
四
〇

�四
七
）
。
コ
ル
ネ
リ
ウ
ス
に

次
い
で
ロ
ー
マ
か
ら
招
聘
さ
れ
た
ユ
ー
リ
ウ
ス
・
シ
ュ
ノ
ル
・
フ
ォ
ン
・
カ
ロ
ル
ス

フ
ェ
ル
ト
は
、
王
宮
内
に
新
設
さ
れ
た
王
棟
に
、
同
じ
く
フ
レ
ス
コ
技
法
で
「
ニ
ー

ベ
ル
ン

ゲ
ン
の

歌
」
（
一
八
三
一

�三
四
、
四
三

�六
七
、
シ
ュ
ノ
ル
が
ド
レ
ス
デ

ン
に

移
住
し
た
一
八
四
六
年
以

降
は
、
主
に
弟
子
た
ち
が
制
作
）
を

描
い
て
い
る

（
In
k
en
N
o
w
a
ld
,
D
ie
N
ib
elu
n
g
en
fresk

en
von

Ju
liu
s
S
ch
n
orr

von

C
a
rolsfeld

im
K
� on
ig
sb
a
u
d
er
M
� u
n
ch
n
er
R
esid
en
z

1827

�1867,
K
iel

1978）
。
ノ
イ
エ
・
ピ
ナ
コ
テ
ー
ク
の
外

壁
上

層
部
を
一

周
す
る
「
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ

一
世
下
の
美
術
の
新
し
い
発
展
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
サ
イ
ク
ル
は
、
カ
ウ
ル
バ
ハ
が

デ
ザ
イ
ン
し

ニ
ル

ソ
ン
が
制
作
し
た
（
一
八
四
七

�五
三
、
M
ittlm

eier,
op
.
cit.,

S
.49

�62;
F
ra
n
k
B� u
ttn
er,
,,H
errsch

erlo
b
u
n
d
S
a
tire.

W
ilh
elm

v
o
n

K
a
u
lb
a
ch
s
Z
y
k
lu
s
zu
r
G
esch

ich
te
d
er
K
u
n
st
u
n
ter
L
u
d
w
ig
I.・,
b
ei

H
erb
ert
v
o
n
R
o
tt［
H
g
.
u
n
d
B
ea
rb
eiter］,

L
u
d
w
ig
I.
u
n
d
d
ie
N
eu
e

P
in
a
k
oth
ek
,
M
� u
n
ch
en

2003,
S
.8
2

�122）
。
以
上
の
フ
レ
ス
コ
画
の
ほ
と
ん
ど

が
第
二
次
大
戦
で
破
壊
さ
れ
、
現
在
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
聖
堂
、

バ
イ
エ
ル
ン
史
と
ニ
ー
ベ
ル
ン
ゲ
ン
の
み
で
あ
る
。

（

72）
エ
ン
カ
ウ
ス
テ
ィ
ク
と
、
ギ
リ
シ
ャ
・
サ
イ
ク
ル
用
に
そ
こ
か
ら
ロ
ッ
ト
マ
ン
が

展
開
し
た
技
法
に
つ
い
て
は
、
H
erb
ert
W
.R
o
tt/
R
en
a
te
P
o
g
g
en
d
o
rf,

,,C
a
rl
R
o
ttm
a
n
n
u
n
d
d
er
Z
y
k
lu
s
g
riech

isch
er
L
a
n
d
sch
a
ften

in
d
er

N
eu
en
P
in
a
k
o
th
ek
―
A
u
ftra
g
,
T
ech
n
ik
,
G
esch

ich
te・,
b
ei
R
o
tt
et
a
l.,

ib
id
.,
S
.13

�123,
の
う
ち
、
V
.M
a
ltech

n
ik
u
n
d
B
ild
tr� a
g
er（
S
.66

�83）
を

見
よ
。
Ja
cq
u
es-N

ico
la
s-P
a
illo
t
d
e
M
o
n
ta
b
ert,

T
ra
it� e
com
p
let
d
e
la

p
ein
tu
re,

10
v
o
ls.,
P
a
ris

1829,
の
部

分
的
な
ド
イ
ツ

語
訳
は
一
八
三
二
年
に

出

て
い
る
（
loc.
cit.,
S
.117,

A
n
m
.76
）
。
フ
ェ
ル
ン
バ
ハ

自
身
も
後
に
エ
ン

カ
ウ
ス

テ
ィ
ク
の
技
法
書
を
出
版
し
た
（
F
ra
n
z
X
a
v
er
F
ern
b
a
ch
,D
ie
en
ch
a
u
stisch

e

M
a
lerei.

E
in
L
eh
r-
u
n
d
H
a
n
d
b
u
ch
f� u
r
K
� u
n
stler

u
n
d
K
u
n
stfreu

n
d
e,

M
� u
n
ch
en

1845）
が
、
そ
の

時
に
は
ロ
ッ
ト
マ
ン
は

既
に
独

自
の
技
法
を

開
発
し

て
い
た
。

（

73）
い
ず
れ
も
第
二
次
大
戦
で
壊
滅
的
損
傷
を
受
け
、
現
在
見
ら
れ
る
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ

時
代
の
エ
ン
カ
ウ
ス
テ
ィ
ク
は
、
王
棟
の
応
接
室
と
寝
室
（
以
上
王
側
）、

喫
茶
室
、

サ
ロ
ン
、

寝
室
、
書

斎
（
以
上
王

妃
側
）
の
内
装
に

留
ま
る
。
E
v
a
-M
a
ria

W
a
sa
m
,
D
ie
M
� u
n
ch
n
er
R
esid
en
z
u
n
ter
L
u
d
w
ig
I.,
M
� u
n
ch
en

1981,
S
.

25

�29
u
n
d
257

�352（
K
a
ta
lo
g
）.

（

74）
R
o
tt/
P
o
g
g
en
d
o
rf,op

.cit.,S
.70.W

a
sem
,op
.cit.,S

.28,に
よ
れ
ば
、
フ
ェ

ル
ン
バ
ハ
は
す
ぐ
に
解
雇
さ
れ
、
ク
レ
ン
ツ
ェ
が
エ
ン
カ
ウ
ス
テ
ィ
ク
技
法
復
元
の

名
誉
を
担
っ
た
。

（

75）
,,N
a
ch
d
em

h
ier

in
M
� u
n
ch
en
d
ie
en
k
a
u
stisch

e
M
a
lerey

zu
r

L
o
o
su
n
g
g
ew
o
rd
en
w
a
r,
...su

ch
te
[ich
]
ih
r
d
a
s
m
ich
a
m
m
eisten

f� o
rd
ern
d
e
a
b
zu
g
ew
in
n
en
;
zu
erst

b
ed
ien
te
ich
m
ich
d
er
F
ern
b
a
ch
・-

sch
en
H
a
rzm
a
lerey

w
elch
e
m
it
T
erp
en
tin
g
eist

a
u
fg
etra
g
en
w
ird
,

u
n
d
f� u
r
sich

h
a
t
d
a
�
a
lles

w
a
s
m
a
n
m
a
lt
leich

t
a
u
s
d
e
m
P
in
sel

flie�
t
b
ei
L� u
ften

ist
a
b
er
sch
w
er
fo
rtzu
k
o
m
m
en
w
eil,
d
ie
F
a
rb
e
ja

d
u
rch
d
a
s
a
u
g
en
b
lick
lich
e
V
erfl� u

ch
tig
en
d
es
T
erp
en
tin
s
sto
ck
t
u
n
d

n
ich
t
rein

w
ird
,
d
ie
H
a
u
p
tu
rsa
ch
e
a
b
er
w
a
ru
m
ich
d
iese

M
a
lerey

a
u
fg
eg
eb
en
ist
d
a
�
m
ir
d
ie
E
rfa
h
ru
n
g
leh
rt
d
a
�
d
a
s
B
in
d
em
ittel

w
elch
es
h
a
u
p
ts� a
ch
lich

a
u
s
B
ern
stein

b
esteh

t
zu
h
a
rt
w
ird
u
n
d
m
it

d
er
Z
eit
u
m
so
leich

ter
d
er
G
efa
h
r
d
es
S
p
rin
g
en
s
u
n
d
A
b
b
l� a
ttern

s

a
u
sg
esetzt

ist.・
一
八
四
一
年
（

？
）
六

月
八

日
付
け
の
手

紙
。
B
ierh
a
u
s-

R
� o
d
ig
er,
op
.
cit.,
S
.138f.,

D
o
k
u
m
en
t
71,
h
ier
S
.139.

R
o
tt/
P
o
g
g
en
d
o
rf,
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op
.
cit.,
S
.118,

A
n
m
.
79,で

は
一
八
四
一
年
、
作
品
総
目
録
で
は
一
八
四
二
年
と

推
定
し
て
い
る
。
強
調
は
原
文
に
よ
る
。
以
下
の
同
じ
手
紙
か
ら
の
引
用
は
同
箇
所

よ
り
。
C
a
rl
L
u
d
w
ig
S
eeg
er
は
ロ
ッ
ト
マ
ン
の
弟
子
だ
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
ロ
ッ

ト
マ
ン
は
一
人
息
子
を
画
家
修
業
と
品
行
矯
正
の
た
め
に
彼
の
元
に
預
け
て
い
る
。

（
76）

F
ried
rich

G
.H
.L
u
ca
n
u
s
は
ハ
ル
バ
ー
シ
ュ
タ
ッ
ト
の
薬
剤
師
・
修
復
家
で
、

註
72に

挙
げ
た
モ
ン
タ
ベ
ー
ル
の
抜
粋
を
含
む
絵
画
・
版
画
の
保
存
修
復
に
関
す
る

書
物
G
r� u
n
d
lich
e
u
n
d
vollst� a

n
d
ig
e
A
n
leitu

n
g
zu
r
E
rh
a
ltu
n
g
,
R
ein
ig
u
n
g

u
n
d
W
ied
erh
erstellu

n
g
d
er
G
em

� a
ld
e
in
O
el
...
u
n
d
W
a
ch
sfa
rb
en
etc.,

H
a
lb
ersta

d
t
1832,

を
出
し
て
い
る
。
F
ried
rich

K
n
irim

は
直
前
の
一
八
三

九
年
に
『
古
代
の
樹
脂
絵
画
』
、
一
八
四
五
年
に
古
典
古
代
と
中
世
の
絵
画
技
法
に

つ
い
て
の
書
物
を
公
に
し
た
。

（

77）
D
a
m
m
a
rh
a
rz.
ス
マ
ト
ラ
島
な
ど
に
生
育
す
る
翼
果
植
物
か
ら
取
れ
る
樹
脂
で
、

堅
牢
さ
の
必
要
な
ワ
ニ
ス
や
ペ
ン
キ
、
貼
り
薬
や
顔
料
の
結
合
剤
に
用
い
ら
れ
る
。

（

78）
以
上
３
か
所
は
、
註

75に
挙
げ
た
手
紙
か
ら
の
引
用
。
,,A
ls
...d
ie
...K

o
p
a
iv
a

M
a
lerey

a
u
fs
T
a
p
et
k
a
m
,
leu
ch
tete

m
ir
d
ieses

a
ls
fl� u
ssig
es
H
a
rz

w
elch
es
w
a
h
rsch

ein
lich

m
ild
er
u
n
d
w
e
ich
er
b
leib
e
b
esser

ein
,
u
n
d

d
ie
K
la
rh
eit
d
er
F
a
rb
e
g
efiel

m
ir
so
w
o
h
l
d
a
�
ich

g
ern
e
ih
re

Z� a
h
ig
k
eit

� u
b
ersa
h
...
D
ieser

C
o
p
a
iv
a
M
a
lerey

h
a
b
e
ich
b
ereits

a
u
ch

w
ied
eru
m
d
en
A
b
sch
ied
g
eg
eb
en
.
V
ersu

ch
sw
eise

m
a
lte
ich
d
a
m
it

a
u
f
ein
e
ziem

lich
g
la
tte
L
ein
w
a
n
d
,
u
n
d
sieh
e,
k
a
u
m
n
a
ch
ein
em

Ja
h
r,
v
ielleich

t
d
u
rch

ein
en
zu
f� a
llig
en
D
ru
ck
v
era
n
la
�
t,
b
l� a
tterte

sich
ein
g
ro
�
es
S
t� u
ck
in
d
er
L
u
ft
h
eru
n
ter
...
V
o
r
etw
a
2
Ja
h
ren

m
a
ch
te
ich
ein
en
so
lch
en
V
ersu

ch
� O
h
l
b
eizu
m
isch
en
u
n
d
a
u
f
ra
u
ere

L
ein
w
a
n
d
zu
m
a
len
,
d
ieses

ist
fest

g
eb
lieb
en
;
a
u
f
g
leich

e
W
eise

f� u
h
rte
ich
a
u
ch
ein
p
a
a
r
W
a
n
d
b
ild
er
a
u
s,
ist
m
ir
a
b
er
n
ich
t
g
a
n
z

w
o
h
l
b
ei
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ロ
ッ
ト
マ
ン
は
結
合
剤
の
成
分
の
割
合
を
、
精

留
し
た
テ
レ
ビ
ン
精
一
ポ
ン
ド
に
対
し
、
上
等
の
ダ
マ
ル
樹
脂
半
ポ
ン
ド
、
白
蝋
四

分
の
一
ポ
ン
ド
、
漂
白
し
た
亜
麻
仁
油
［
瓶
？
］
半
分
、
と
解
説
し
て
い
る

（
R
o
tt/
P
o
g
g
en
d
o
rf,
op
.
cit.,
S
.120,

A
n
m
.
106）

。
な
お
、
手
紙
の
こ
の
箇
所

は
、
総
目
録
の
資
料
集
に
は
収
め
ら
れ
て
い
な
い
。

（

79）
Ib
id
.,
S
.120,

A
n
m
.
104
u
n
d
110.

た
だ
し
、
コ
パ
イ
ヴ
ァ
の
含
有
に
つ
い
て

調
査
し
た
の
は
第
四
作
の
み
、「
調
査
し
た
す
べ
て
の
作
品
」
の
範
囲
は
不
明
。

（

80）
R
o
tt
et
a
l.,
ib
id
.,
の
カ
タ
ロ
グ
各
作
品
の
最
後
に
記
さ
れ
て
い
る
B
efu
n
d

の
項
を
参
照
。
第
八
作
の
『
デ
ロ
ス
島
』
は
、
ク
ニ
リ
ム
法
に
、
樹
脂
と
蝋
を
加
え

た
油
に
よ
る
独
自
法
を
部
分
的
に
加
え
た
と
推
測
し
て
い
る
。
第
九
作
以
降
は
、
す

べ
て
「
修
正
さ
れ
た
油
彩
と
推
測
さ
れ
る
」
と
い
う
書
き
方
し
か
さ
れ
て
お
ら
ず
、

組
成
の
科
学
的
分
析
は
な
さ
れ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

（

81）
ワ
ニ
ス
の
保
護
層
は
画
家
本
人
で
は
な
く
、
美
術
館
が
施
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。
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（
一
）
の
正
誤
表

一
頁
下
段
七
行
目

（
誤
）
ミ
ュ
ン
ヒ
ェ
ン

↓

（
正
）
ギ
リ
シ
ャ

二
頁
下
段
十
四
行
目

（
誤
）
一
八
〇
六
年

↓

（
正
）
一
八
〇
五
年

O
lev
a
n
o
の
表
記

（
誤
）
オ
レ
ヴ
ァ
ー
ノ

↓

（
正
）
オ
レ
ー
ヴ
ァ
ノ
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